
    

平
成
27
年
度
税
制
改
正
で
実
施
さ
れ

た
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
に
つ
い

て
、
特
例
措
置
が
１
年
延
長
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
平
成

28
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
最

初
（
新
車
）
の
新
規
検
査
を
受
け
た
車

両
で
、
一
定
の
環
境
性
能
を
有
す
る
も

の
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
の
み
軽
自

動
車
の
税
率
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

住
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ 

 

電
話
34
―
２
１
２
１ 

 
 

  

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が

ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

▼
相
談
専
用
電
話 

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
専
用
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０
―
７
７
１
―
２
０
８ 

▼
受
付 

 

月
曜
日
～
金
曜
日
（
※
祝
日
、
12
月

29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
） 

▼
時
間 

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

●
相
談
無
料
●
匿
名
可
●
秘
密
厳
守 

本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）
人
権
教
育

啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
厚
生
労
働
省

の
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ
り
実
施
す

る
も
の
で
す
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進

セ
ン
タ
ー 

〒
１
０
５
―
０
０
１
２ 

東
京
都
港
区
芝
大
門
２
―
10
―
２ 

Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階 

  

 

～
春
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施
～ 

○
新
入
学
児
童
や
自
転
車
利
用
者
の 

交
通
事
故
防
止
○ 

４
月
６
日
（
木
）
か
ら
４
月

15
日

（
土
）
ま
で
の
間
、「
春
の
交
通
安
全
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ご
家
庭
や
地

域
ぐ
る
み
で
、
交
通
安
全
を
意
識
し
て
、

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。 

■
警
察
官
採
用
試
験
情
報
■ 

○
願
書
受
付 

３
月
１
日
～
４
月
21
日 

○
試
験
地 

 

旭
川
市
等 

○
採
用
人
員 

 

Ａ
区
分 

１
９
５
名
（
大
学
卒
業
・
見

込
）
Ｂ
区
分 

 

55
名
（
Ａ
区
分
以
外
） 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

士
別
警
察
署 

電
話 

㈹
23
―
０
１
１
０ 

   

興
味
の
あ
る
方
や
詳
し
い
説
明
を
聞

き
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄
出

張
所 

電
話
０
１
６
５
４
―
２
―
３
９
２
１ 

 

住
所
〒
０
９
６
―
０
０
１
１ 

 
 

 

名
寄
市
西
１
条
南
９
丁
目
45 

※
受
験
申
し
込
み
は
、
剣
淵
町
役
場
総

務
課
で
も
対
応
い
た
し
ま
す
。 

               

     

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め

の
行
動
指
針
」（
平
成
22
年
６
月
改
定
）

に
お
い
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
「
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
率
を
70
％
ま
で
に

引
き
上
げ
る
」
と
し
た
目
標
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
」（
平
成
28
年
６
月
２
日
閣
議
決
定
）

で
は
「
企
業
に
お
け
る
労
使
一
体
で
の

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
向
上
」
が
掲
げ

ら
れ
、
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」（
平
成
28
年
３
月
30
日
閣
議

決
定
）
で
は
「
観
光
先
進
国
」
に
向
け

て
、
働
き
方
・
休
み
方
改
革
を
推
進
し
、

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を
一
層
促

進
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
け
る
連
続
休

暇
の
促
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
部
企
画
課 

 

電
話
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１ 

  

お知らせ 

 
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

（
軽
課
）
の
延
長
に
つ
い
て 

 

 
一般幹部候補生

（大卒程度試験） 

一般幹部候補生 

（院卒者試験） 

応募 

資格 

22歳以上 26歳未満 

（H30.4.1 現在） 

※修士課程等取得

状況により異な

ります 

修士課程修了者等

（見込含）20 歳以

上 28 歳未満 

（H30.4.1現在） 

受付 

期間 

受付中～5 月 5 日（金） 

※締切日必着 

試験日 

1 次：5 月 13 日（土）筆記試験 

5 月 14 日（日）筆記式操縦適性検査（飛

行要員希望者のみ） 

 

 

自
衛
官
な
ど
の
募
集
に
つ
い
て 

 

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す 

 
士
別
警
察
署
か
わ
ら
版 

 

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
た
め
に
、

年
次
有
給
休
暇
を
計
画
的
に
活
用

し
よ
う 



   

剣
淵
町
民
セ
ン
タ
ー
で
優
良
運
転
者

講
習
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

▼
手
続
き
の
流
れ 

①
更
新
手
続 

・
場
所 

士
別
警
察
署 

・
受
付
日
時 

月
～
金
曜
日
（
土
日
、

祝
日
・
振
替
休
日
、
年
末
年
始
は
除

く
。
）
８
時
45
分
～
17
時 

②
更
新
時
講
習
受
講 

・
場
所 

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

・
講
習
日
時 

４
月
６
日
（
木
）
、
６

月
１
日
（
木
）
、
８
月
３
日
（
木
）

18
時
か
ら
30
分
間 

③
免
許
証
交
付 

・
場
所 

士
別
警
察
署 

・
受
付
日
時 

月
～
金
曜
日
（
土
日
、

祝
日
・
振
替
休
日
、
年
末
年
始
は
除

く
。
）
８
時
45
分
～
17
時 

講
習
受
講
後
４
週
間
以
内
に
交
付
さ

れ
ま
す
。
「
旧
免
許
証
」
と
「
印
鑑
」

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
そ
の
他 

・
講
習
受
講
時
に
「
免
許
証
」
「
筆
記

用
具
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
資
料
と
し
て
冊
子
を
配
布
し
ま
す
。 

・
講
習
開
始
時
間
に
遅
れ
た
方
は
、
受

講
を
お
断
り
し
ま
す
。 

・
更
新
連
絡
書
（
は
が
き
）
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
お
問

い
合
わ
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

士
別
警
察
署
交
通
課 

 

電
話
23
―
０
１
１
０ 

 

旭
川
運
転
免
許
試
験
場 

 

電
話
０
１
６
６
―
51
―
２
４
８
９ 

お知らせ 

 
運
転
免
許
証
の
更
新
時
講
習
案
内
に

つ
い
て 

 

 
なくそう山菜取りによる遭難事故！ 

 

 春になり本格的な「山菜採り」シーズンを迎えますが、毎年この時期は山菜採りによる遭難等

の事故が多発しています。 

 このため、山菜採りによる事故防止のため、次のことについて今一度注意しましょう。 

【安全な山菜採りのために】 

・家族などに、「行き先」や「帰宅予定時刻」を告げていきましょう。 

・天気予報を確認し、悪天候のときは控えましょう。 

・その日の体調に合った行動をとり無理のないようにしましょう。 

・夢中になって山中で迷わないようにしましょう。 

・目先の収穫より安全第一を優先しましょう。 

【万一のときの備え】 

・予備の食料（おにぎり、あめ玉など）を準備して入山するようにしましょう。 

・着替え、雨具等を準備して入山するようにしましょう。 

・携帯電話、笛、鏡、発煙筒などの位置を知らせることができるものを準備しましょう。  

・携帯電話：山中でも通話可能な場合があります。 

・雨具：風雨をしのぎ、夜間の気温低下時には防寒用としても活用できます。 

・服装：遭難時に発見されやすい目立つ色の服装、帽子を着用しましょう。 

・山では日暮れが早いので、早めに切り上げ下山しましょう。 

【ヒグマにも注意】 

・山に入る前には、地元の人に聞くなど、熊の出没情報に気を付けましょう。 

・「熊の出没注意」の看板のある場所には、絶対入らないようにしましょう。 

・自分の存在をヒグマに知らせるため、鈴やラジオで音を立てるなどの工夫をしましょう。  

・足跡やフンを見たときには、すぐに引き返しましょう。 


